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　１　営 　業　 収 　益

(１) 下 水 道 使 用 料 1,147,957,544

(２) 他 会 計 負 担 金 1,365,718,000

(３) そ の 他 営 業 収 益 393,040 2,514,068,584

　２　営　 業 　費 　用

(１) 管 渠 費 122,534,959

(２) ポ ン プ 場 費 130,751,213

(３) 処 理 場 費 322,708,326

(４) 流域下水道維持管理負担金 98,769,191

(５) 業 務 費 43,298,562

(６) 接 続 促 進 費 14,525,792

(７) 総 係 費 44,556,579

(８) 減 価 償 却 費 2,502,831,868

(９) 資 産 減 耗 費 9,098,632

(10) そ の 他 営 業 費 用 0 3,289,075,122

　 　営　  業  　損  　失 775,006,538

　３　営  業  外  収  益

(１) 補 助 金 65,090,000

(２) 受取利息及び配当金 15,221

(３) 雑 収 益 999,241

(４) 他 会 計 負 担 金 233,922,000

(５) 長 期 前 受 金 戻 入 869,893,125 1,169,919,587

　４　営  業  外  費  用

(１) 支 払 利 息 485,099,125

(２) 雑 支 出 21,345,557

(３) 地 域 下 水 道 管 理 費 16,483,923 522,928,605 646,990,982

　 　経　  常  　損　　失 128,015,556

（令和６年４月１日から令和７年３月３１日まで）

令和６年度小松市下水道事業損益計算書

（単位：円）
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　５  特   別   利   益

(１) 過 年 度 損 益 修 正 益 273,264

(２) そ の 他 特 別 利 益 0 273,264

　６  特   別   損   失

(１) 過 年 度 損 益 修 正 損 1,552,945

(２) そ の 他 特 別 損 失 0 1,552,945 △ 1,279,681

    当　年　度　純　損　失 129,295,237

　　前 年 度 繰 越 欠 損 金 2,214,274,181

2,343,569,418

（単位：円）

    当 年 度 未 処 理 欠 損 金
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　１　固　 定 　資 　産

(１)

　　イ 土 地 537,969,635

　　ロ 建 物 2,131,337,946

減 価 償 却 累 計 額 △ 938,887,341 1,192,450,605

　　ハ 構 築 物 85,269,286,730

減 価 償 却 累 計 額 △ 28,007,588,893 57,261,697,837

　　ニ 機 械 及 び 装 置 11,850,110,272

減 価 償 却 累 計 額 △ 6,789,879,863 5,060,230,409

　　ホ 車 両 運 搬 具 5,536,897

減 価 償 却 累 計 額 △ 4,547,317 989,580

　　ヘ 工具器具及び備品 12,664,926

減 価 償 却 累 計 額 △ 9,716,691 2,948,235

　　ト 建 設 仮 勘 定 491,192,563

64,547,478,864

(２) 無 形 固 定 資 産

　　イ 電 話 加 入 権 5,611,000

　　ロ 施 設 利 用 権 825,183,994

830,794,994

(３)

　　イ 長 期 貸 付 金 13,109,100

ロ 基 金 22,129,065

ハ そ の 他 投 資 23,420

35,261,585

65,413,535,443

　２　流　 動   資   産

(１) 590,726,724

(２) 283,038,258

(３) △ 4,400,000

(４) 301,600,000

1,170,964,982

66,584,500,425

　３　固　 定   負   債

(１)

イ
建設改良等の財源に
充てるための企業債

35,832,427,191

35,832,427,191

有 形 固 定 資 産

有 形 固 定 資 産 合 計

令和６年度小松市下水道事業貸借対照表
（令和７年３月３１日）

（単位：円）

資　産　の　部

無 形 固 定 資 産 合 計

投 資 そ の 他 の 資 産

前 払 金

投 資 そ の 他 の
資 産 合 計

固 定 資 産 合 計

現 金 預 金

未 収 金

貸 倒 引 当 金

企 業 債

企 業 債 合 計

負　債　の　部　

流 動 資 産 合 計

資 産 合 計
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（単位：円）

(２)

イ 退 職 給 付 引 当 金 35,644,492

35,644,492

35,868,071,683

　４　流 　動 　負 　債

(１)

イ
建設改良等の財源に
充てるための企業債

4,162,384,638

4,162,384,638

(２) 570,596,466

(３) 11,815,180

(４) 100,800

(５)

イ 賞 与 引 当 金 7,282,000

7,282,000

(６) 711,121

4,752,890,205

　５　繰 　延 　収 　益

(１) 35,019,126,769

(２) △ 12,462,131,237

22,556,995,532

63,177,957,420

　６　資　   本 　　金 5,509,131,935

　７　剰　   余 　　金

(１)

イ 国 庫 補 助 金 192,485,321

ロ 県 補 助 金 42,996,635

ハ 受 贈 財 産 評 価 額 5,498,532

240,980,488

(２)

イ 当年度未処理欠損金 2,343,569,418

2,343,569,418

△ 2,102,588,930

3,406,543,005

66,584,500,425

引 当 金

引 当 金 合 計

前 受 金

引 当 金

引 当 金 合 計

預 り 金

固 定 負 債 合 計

企 業 債

企 業 債 合 計

未 払 金

未 払 費 用

流 動 負 債 合 計

繰 延 収 益 合 計

負 債 合 計

長 期 前 受 金

長期前受金収益化累計額

資　本　の　部

資 本 剰 余 金

資 本 剰 余 金 合 計

欠 損 金

負 債 資 本 合 計

欠 損 金 合 計

剰 余 金 合 計

資 本 合 計
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【注記】 

Ⅰ．重要な会計方針 

 １ 固定資産の減価償却の方法 

  (1) 有形固定資産 

   ・減価償却の方法    定額法による。 

   ・主な耐用年数 

    建物         ８～50 年 

    構築物        10～50 年 

    機械及び装置     ６～30 年 

    車両運搬具      ２～６年 

    工具器具及び備品   ２～20 年 

  (2) 無形固定資産 

   ・減価償却の方法    定額法による。 

   ・主な耐用年数 

    施設利用権      35 年 

 ２ 引当金の計上方法 

  (1) 退職給付引当金 

    職員の退職手当の支給に備えるため，当年度の退職手当の期末自己都合要支給額

に相当する金額を計上している。 

(2) 賞与引当金 

    職員の期末・勤勉手当の支給及びこれに伴う法定福利費の支出に備えるため，当

年度末における支給見込額に基づき，当年度の負担に属する額を計上している。 

  (3) 貸倒引当金 

    債権の不納欠損による損失に備えるため，不納欠損額の見込みにより回収不能見

込額を計上している。 

 ３ 消費税及び地方消費税の会計処理 

消費税及び地方消費税の会計処理は税抜方式によっている。 

 

Ⅱ．貸借対照表等関連 

 １ 企業債の償還に係る他会計の負担 

貸借対照表に計上されている企業債（当該年度末日の翌日から起算して１年以内に

償還予定のものも含む。）のうち，一般会計が負担すると見込まれる額は

26,292,372,416 円である。 

 ２ 引当金の取崩し 

  (1) 賞与引当金 

当年度において，期末手当及び勤勉手当を支給するほか，これらに係る法定福

利費を支出するため，賞与引当金 6,976,000 円を取り崩している。 

  (2) 貸倒引当金 

    当年度において，不納欠損による損失を計上するため，貸倒引当金 2,441,807 円

を取り崩している。 
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令和６年度小松市下水道事業報告書 

１．概 要 

(１) 総括事項 

  本市では，公衆衛生の向上と生活環境の改善，さらには公共用水域の水質改善

を目指し，これまで汚水処理や雨水対策の施設整備の充実を図り，費用対効果を

勘案しながら，より効率的な下水道整備を推進してきました。 

本年度の下水道整備は，約 6.1ha の面整備を行った結果，下水道普及率は前年

度より 0.2 ﾎﾟｲﾝﾄ上昇し 81.4％になりましたが，市全体の処理人口は前年度より

388人減の 85,547人となりました。 

  接続人口は,新築による接続等により,前年度より 107 人増の 75,646 人となり,

接続率についても前年度より 0.5ポイント上昇し 88.4%となりました。 

    

 (イ) 建設（拡張事業，改良事業について） 

  未普及解消事業として，御幸分区の串町，東陵分区の若杉町，第一分区の白江町，

安宅処理分区の上牧町などで汚水管渠延長 1.9kmを施工しました。 

  浸水対策事業として，九竜橋川雨水ポンプ場４号雨水ポンプ増設工事（機械設備

工事）,九竜橋川排水区雨水幹線函渠整備工事等が完了しました。石橋川排水区導水

路新設工事等を継続して実施していきます。 

また，改良事業として，公共下水道事業では，小松市下水ポンプ場機械電気設備

更新詳細設計業務等を行い、更新工事に備えています。農業集落排水事業において

は，西尾地区の排水処理施設機能強化事業に着手しました。 

また,令和６年能登半島地震復旧工事に係る設計業務や被災状況の調査業務、災害

応急復旧工事等を実施し、下水道管の本復旧工事に着手しました。 

その他，地震対策事業として，小松市中央浄化センター２系水処理施設耐震診断

業務等を行い，安心・安全のライフラインの強化を図っています。 

 

  (ロ) 経営について 

下水道使用料は，1,147,957,544 円で前年度比 23,903,497 円（2.1%）の増加とな

りました。要因として，水洗化戸数の増加や，使用水量の多い大口需要者に係る使

用料収入が増加したことが挙げられます。  

費用面においては，燃料費高騰の影響による光熱費の上昇などにより，ポンプ場

費及び処理場費が前年度比 13,706,859円（3.1%）増加となりました。減価償却費及

び資産減耗費では，建物や設備の除却が無かったこともあり,前年度比 79,097,391

円（3.1%）の減少となり，上記等の理由により営業費用は，前年度比 13,423,421円

（0.4%）の減少となりました。 

また，営業外費用である企業債利息については，485,099,125円で，元利均等償還

により前年度比 42,035,777円（8.0%）の減少となり，同様に企業債残高についても，

39,994,811,829円で前年度比 1,022,645,429円（2.5％）の減少となりました。 
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また,令和６年度からの資本費平準化債の拡充に伴う一般会計繰入金の見直しに

より,営業収益が 2,514,068,584円で 124,686,103円(4.7％)減少し,営業外収益は, 

  1,169,919,587円で 236,039,710円(16.8％)減少しました。 

 

以上，収支差引では 129,295,237円の当期純損失を計上しました。 

 

令和６年１月１日に発生した能登半島地震に係る災害復旧工事を着実に進めると

共に,近年の気候変動による大雨災害に備えるための浸水対策事業や本年度に策定

した上下水道耐震化計画に基づいた地震対策事業を計画的に実施し,災害に備えま

す。  

また,今後新たに耐用年数を迎える下水道管や施設が増加し,老朽化が進行するた

め,計画的な点検や更新工事等の老朽化対策を実施します。 

経営面については,本年度に改定した小松市下水道事業経営戦略に基づき,持続可  

能な経営を行うため,定期的に投資計画の進捗等を確認し,適正な使用料水準の検討 

を実施していきます。 

 

今後も「安心，安全で快適な住環境の実現」を目指し，各種事業に鋭意取り組み，

下水道ストックの適正管理に努めながら持続可能な下水道経営に努めてまいります。 
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  (２)　経営指標に関する事項

  〈経営指標の推移〉

R2 R3 R4 R5 R6

経常収支比率 102.02% 102.68% 104.38% 104.63% 96.64%

経費回収率 90.35% 90.48% 90.62% 90.50% 89.60%

有形固定資産減価償却率 27.33% 29.63% 31.86% 33.88% 35.84%

管渠老朽化率 1.33% 1.39% 1.44% 1.70% 1.97％

　令和６年度決算における経営指標について,経営の健全性を示す経常収支比率は,資本費平
準化債拡充に伴う一般会計繰入金の見直しに伴い，収益的収入が減少したことから，全体で
は前年度比7.99ポイント減の96.64%となり,健全経営の水準とされる100％を下回りました。
下水道使用料水準の妥当性を示す経費回収率は,前年度比0.9ポイント減となり,89.60％と
90％を下回っている状況です。
　償却対象資産の減価償却の状況を示す有形固定資産減価償却率は前年度比1.96ポイント増
の35.84％,法定耐用年数を過ぎた管渠延長の割合を示す管渠老朽化率は前年比0.27ポイント
増の1.97％となっております。今後も現状を把握しながら,ストックマネジメントの考えの
もと,企業債の減少を図りながら必要な工事を行い,長寿命化に努めてまいります。
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　(３)　議会議決事項

 議案番号  議決年月日 件名

第9号 令和6年3月22日 令和6年度小松市下水道事業会計予算

第46号 令和6年6月27日 令和6年度小松市下水道事業会計補正予算(第1号)

第73号 令和6年9月30日 令和5年度小松市公営企業会計決算の認定について

第100号 令和6年12月23日 令和6年度小松市下水道事業会計補正予算(第2号)

第17号 令和7年3月13日 令和6年度小松市下水道事業会計補正予算(第3号)
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（単位：円）

１ 業務活動によるキャッシュ・フロー

当年度純損失 △ 129,295,237

減価償却費 2,502,831,868

資産減耗費 9,098,632

引当金の増減額（△は減少） △ 5,089,219

長期前受金戻入額 △ 869,893,125

支払利息 485,099,125

受取利息及び受取配当金 △ 15,221

固定資産売却損 0

未収金の増減額（△は増加） 80,793,508

前払金の増減額（△は増加） △ 205,600,000

未払金の増減額（△は減少） △ 742,309,305

前受金の増減額（△は減少） △ 78,010

預 り 金の増減額（△は減少） 85,222

小計 1,125,628,238

利息及び配当金の受取額 15,221

利息の支払額 △ 485,099,125

業務活動によるキャッシュ・フロー 640,544,334

２ 投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △ 1,401,938,519

無形固定資産の取得による支出 △ 21,397,682

長期貸付金貸付による支出 △ 5,500,000

長期貸付金償還金による収入 9,301,400

基金積立金積立による支出 △ 81,564

基金からの繰入による収入 3,000,000

リサイクル預託金の取得による支出 0

令和６年度小松市下水道事業キャッシュ・フロー計算書

（令和６年４月１日から令和７年３月３１日まで）

-　下水道 29　-



（単位：円）

国庫補助金等による収入 788,354,113

投資活動によるキャッシュ・フロー △ 628,262,252

３ 財務活動によるキャッシュ・フロー

一時借入れによる収入 1,400,000,000

一時借入金の返済による支出 △ 1,400,000,000

建設改良費等の財源に充てるための企業債による収入 3,043,650,000

建設改良費等の財源に充てるための企業債の償還による支出 △ 4,066,295,429

他会計等からの出資による収入 345,460,000

財務活動によるキャッシュ・フロー △ 677,185,429

資金増加額（又は減少額） △ 664,903,347

資金期首残高 1,255,630,071

資金期末残高 590,726,724

-　下水道 30　-






























